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2019 年３月 18日 

各 位 

                         

  

 

 

(訂正・数値データ訂正) 
「2018 年 12月期 決算短信〔日本基準〕(連結)」の一部訂正について 

 

2019 年２月 14日に公表いたしました「2018年 12月期 決算短信〔日本基準〕(連結)」について訂

正がございましたので下記のとおりお知らせいたします。また、数値データにも訂正がございました

ので訂正後の数値データも送信いたします。 

なお、訂正箇所には下線を付しております。 

 

記 

１．訂正の内容 

 

【サマリー情報】 

１．2018年 12月期の連結業績(2018 年１月１日～2018年 12月 31日) 

(3)連結キャッシュ・フローの状況 

 

(訂正前) 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 

 百万円 百万円 百万円 百万円 

2018年12月期 158 △1,666 3,030 5,969 

2017年12月期 1,867 △121 △634 4,456 

 

(訂正後) 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 

 百万円 百万円 百万円 百万円 

2018年12月期 △105 △1,402 3,030 5,969 

2017年12月期 1,867 △121 △634 4,456 

 

会 社 名 株式会社ダイキアクシス 

代表者名  代 表 取 締 役 社 長 C E O  大 亀  裕 

 （コード番号：4245 東証第一部） 

問合せ先 専務取締役CFO経営管理本部長  堀淵 昭洋 

 （TEL：089-927-2222） 
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【添付資料3ページ】 

１．経営成績等の概況 

(3)当期のキャッシュ・フローの概況 

 

(訂正前) 

①  営業活動によるキャッシュ・フロー 

当連結会計年度における営業活動による資金の増加は、１億 58 百万円(前年同期は 18 億

67百万円の増加)となりました。これは主に、税金等調整前当期純利益15億４百万円、減価

償却費４億61百万円、投資有価証券売却損益４億72百万円、売上債権の増加額16億 82百

万円、棚卸資産の増加額５億14百万円、仕入債務の減少額５億37百万円及び法人税等の支

払額４億77百万円によるものであります。 

  

 

②  投資活動によるキャッシュ・フロー 

当連結会計年度における投資活動による資金の減少は、16億 66百万円(前年同期は１億21

百万円の減少)となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出23億２百万円、

投資有価証券の売却による収入８億22百万円、連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得に

よる収入５億 99 百万円及び連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出５億８百

万円によるものであります。 

 

(訂正後) 

①  営業活動によるキャッシュ・フロー 

当連結会計年度における営業活動による資金の減少は、１億５百万円(前年同期は18億 67

百万円の増加)となりました。これは主に、税金等調整前当期純利益15億４百万円、減価償

却費４億61百万円、投資有価証券売却益４億72百万円、売上債権の増加額16億 82百万円、

棚卸資産の増加額５億14百万円、仕入債務の増加額５億37百万円及び法人税等の支払額４

億77百万円によるものであります。 

  

 

②  投資活動によるキャッシュ・フロー 

当連結会計年度における投資活動による資金の減少は、14億２百万円(前年同期は１億21

百万円の減少)となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出20億 37百万円、

投資有価証券の売却による収入８億22百万円、連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得に

よる収入５億 99 百万円及び連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出５億８百

万円によるものであります。 
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【添付資料11ページ】 

３．連結財務諸表及び主な注記 

(4)連結キャッシュ・フロー計算書 
 
(訂正前) 

           (単位：千円) 
          前連結会計年度 

(自 2017年１月１日 
 至 2017年12月31日) 

当連結会計年度 
(自 2018年１月１日 
 至 2018年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 <中略>   

 未払金の増減額（△は減少） 11,139 375,244 

 その他 △47,783 △28,912 

 小計 2,428,284 659,902 

 <中略>   

 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,867,869 158,905 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △255,622 △2,302,057 

 <中略>   

 投資活動によるキャッシュ・フロー △121,923 △1,666,659 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 <中略>   

 財務活動によるキャッシュ・フロー △634,910 3,030,328 

現金及び現金同等物に係る換算差額 12,457 △9,145 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,123,492 1,513,429 

現金及び現金同等物の期首残高 3,332,708 4,456,200 

現金及び現金同等物の期末残高 4,456,200 5,969,630 

 
(訂正後) 

           (単位：千円) 
          前連結会計年度 

(自 2017年１月１日 
 至 2017年12月31日) 

当連結会計年度 
(自 2018年１月１日 
 至 2018年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 <中略>   

 その他 △36,643 46,508 

 小計 2,428,284 395,719 

 <中略>   

 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,867,869 △105,277 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △255,622 △2,037,874 

 <中略>   

 投資活動によるキャッシュ・フロー △121,923 △1,402,476 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 <中略>   

 財務活動によるキャッシュ・フロー △634,910 3,030,328 

現金及び現金同等物に係る換算差額 12,457 △9,145 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,123,492 1,513,429 

現金及び現金同等物の期首残高 3,332,708 4,456,200 

現金及び現金同等物の期末残高 4,456,200 5,969,630 
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２．訂正の理由 

「2018 年 12 月期 決算短信〔日本基準〕(連結)」発表後の有価証券報告書の作成過程において、

連結キャッシュ・フロー計算書に一部修正が生じましたので提出済みの決算短信の訂正をおこなう

ものであります。 

 

 

以  上 


